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6 月 2 日、岩国市内で開催された「米軍岩国基地を

軸に、中国地方の基地問題を考えるシンポジゥム」は、

会場溢れる 220 人の参加で、熱気に満ちたシンポとな

りました。（写真左） 

 シンポでは、沖縄の比嘉瑞己県議と神奈川の藤井克

彦県議、岩国の松田一志氏がそれぞれ沖縄・厚木・岩

国の米軍基地の実態とたたかいの様子を報告。さらに

仁比聡平参議院議員が岩国問題での国会論戦を報告し

ました。 

 シンポでは、その後の、発言・質問などを通じて安倍内閣の「米軍絶対」の姿が浮き彫りにな

り、沖縄・厚木・岩国の連帯したたたかいの大切さを確認しました。 

 

 感想アンケートには「初めて参加したが、岩国基

地のリアルな実態が聞け、今後の運動に役立った」

「沖縄と神奈川の県議の報告がとても参考になり

ました。それぞれの県の知事の姿勢にも注目し、意

見を寄せて行こうと思います」「北朝鮮の情勢が大

きく動く中で、今後の運動の力になる質問だった」 

「今までにもなかったような学習会でした。中国 5

県の各地のリアルな話は大いに刺激を与えてくれ

ました」「憲法の上に基地を置く安倍政権の退陣を」

などの声が寄せられています。 

 

 

大平喜信さんは 5月 31 日、岡山市内の生活保護利用者ととも

に、県庁で厚労省の幹部に対し「保護基準の引き下げはしない

ように求める」意見陳述を行いました。  

大平さんは補佐人として参加し、「生活保護の厳しい実態」を

訴えるとともに、生存権裁判である岡山県の朝日訴訟の意義を

語り、さらに日本共産党の「生活保護制度改善の生活保護を使

いやすくする緊急提案」を紹介しました。 
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